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are Co. globosum f. mimere and Closterium intelmedium. 
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日本産の Scenedesmusabtmdans (KIRCHNER) 

CHODAT，および，その二変種について

荒井修二*

S. ARAI: Notes on Scenedesmus abundans (K1RCHNER) 
CHODAT and its two varieties in Japan. 

Scenede.抑制は，淡水産プラ γクト γとして，ごく普通に見られる縁藻

類のー属である。筆者は数年来，関東地方の平野部の池沼を中心に，全国各

地から採集した此の属のものについて，いろいろの面から研究を続けてきた

が，本属には，その形態的な面で幅広い変異性がみられること，また水質が

種の生育や分布に密接な関係があることなどについて多くの資料をうること

ができた。

そこで今回は， Scenedesmusの中から，特に本邦では報告の少ない S.

abundance (KIRCI到限)CHODATをえらび，その基本種と， var. longicauda 

G.M.SMITHおよび， var. spicatus (W. & G. M. SMI君主の二変種について，

牟 埼玉県立春日部高等学校KasukabeSenion High School， S岨itamaPrefecture， 
Japan. 
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56 藻類第14巻第2号昭和41年8月

その採集地および形態的な変異性について報告する。なお，ここで報告する

前記の二変種は，いづれも日本新産種である1)，4)，5)。

採築地と資料:筆者が各地から採集した多数の資料の中でScenedesmus

属の入っていたのは700近いものがあるが，そのうちで， S. abundans，お

よび上記の 2変種を検出できた資料はつぎの通りで， M-051などの番号は筆

者の資料整理番号である。 また， ( )内に採集年月，および資料採集時に測

定した水素イオン濃度と水温を夫々 pH，Tとして記した。なお，本研究に

用いた材料はすべて 3%ホルマリンで固定し筆者の勤務する春日部高学に保

存しである。

1) M-051一千葉県成田市，印幡沼。 (1964，VIII; pH=6.8; T=280C) 

2) M-057一埼玉県岩槻市，慈音寺沼周辺の池沼。 (1964，IX; pH = 6.6 ; 

T=270C) 

3) M-067一埼玉県春日部市，鹿島池。 (1964，IX; pH=6.6; T=260C) 

4) M-070一埼玉県春日部市，鹿島池。 (1964，X; pH=6.8; T=210C) 

5) M-075一埼玉県浦和市，別所沼。 (1965，11; pH=6.8; T=90C) 

6) M-081ー埼玉県大宮市，庭池。 (1965，11; pH=6.8; T=lOoC) 

7) M-089一埼玉県岩槻市，庭池。 (1965，11; pH=7.4; T=10oC) 

8) M-113一埼玉県大宮市，小池。 (1965，VII; pH=7.0; T=290C) 

9) M-116一埼玉県春日部市豊春，養魚池。 (1965，V; pH6.8; T=20oC) 

10) M-137一埼玉県春日部市，小池。 (1965，VII; pH =一;T=30oC) 

11) M-152ー埼玉県春日部市，防火用水。 (1965，X; pH=6.2; T=140C) 

12) M-154ー埼玉県越谷市，久伊豆神社池。 (1965，X; pH =ー T=

20oC) 

13) M-155ー埼玉県岩槻市，慈音寺沼周辺の水因。 (1965，X; pH =6.2 ; 

T=180C) 

14) M-158ー兵庫県姫路市，姫路城堀。 (1965，XI; pH =ー T=ー)

上記採集地の池沼は， M-158を除いてすべて関東平野の低地帯にあっ

て，いずれも近辺の人家からの下水や工場廃水が流入していたが，それらの

中でも M-067，M-070， M-Q89， M-116の資料を採集した池招の汚染は特に

著るしかった。

一般に Scenedesmusは，有機質にとむ富栄養性の湖沼に多く観察さ

れ2)，3)，11)，緑藻類の Ankistrodesmusfalcatus A. longiss抑制 Closteriumac-
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erosumなどと共に富栄養型池招の指標種とみなされている九関東平野部の

池沼は湖沼学的には富栄養型池沼であるうえ，最近特に工場や人家の進出に

伴なって，それからの廃水による著しい汚染傾向がみられるが，此の事も

Scenedesmusが多い一つの原因と考えられる。

また，筆者が採集した資料の中で Scenedesmus属の入っていたもの・は

約700あるが，その中，採集期が2月と 10月のものが最も多く，全体の約

50%を占めており，しかも，それらの採集時に測定した pHは6.2-7.4，水

温は約lQO_200Cであった。この事から，前に述べたような池沼の富栄養化

の他，水温と pHもSCenedes1仰 s属の発生に影響する重要な条件のーっとも

考えられる。

つぎに，S. abundans，および2変種が筆者の全体の資料から検出され

た割合を，他の5種の Scenedesmusと比較すると Table1のようになるが，

T'able 1. Scenedes抑制の検出資料数比較

Species 

S. abundans 

S. abundalls var. sρicatus 

S. abundans v釘 .longicauda 

S. qωdricauda 

S. dimoゅhus

S. opoli，四 sis

S.longi.ゅina

S. armatus 

I ~fHUn!( I * tillUll!( I検出率採集資料数 検出資料数|
(%) 

700 13 1.9 

700 2 0.3 

700 1 0.1 

7∞ 70 10.0 

7∞ 36 5.1 

7ω 23 3.3 

7∞ 20 2.9 

700 14 2.0 

これから明らかなように，S. quadricauda， S. dimorphus， S. opeliensisなど

にくらべると，S. abundansとくに， var. longicauda var. spicatusの2変

種はその検出率が極めて低い。

S. abundansは我が国では，上野益三氏によって択捉島内保沼1)と水野

寿彦氏によって山形県蔵王杯湖5Lおよび山岸高旺氏によって埼玉県長瀞岩
石園切から報告されているだけであるが*このことと Table1に示した検

本篠原氏によって報告されている S.abundans var. asymmetrica.はへその図から S.
abundansの基本種とみられる。
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Figs， 1-18， 1-10， 16. Scendesl/l.us abundans (KIRCI-INER) CI-IODAT 
11-13， 17. S. abulIdans var. longicauda G. M. SMITI-I 
14-15， 18. S. abundalls var. spicatus (W. & G. S.WEST) G. 
M. SMITI-I. 
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荒井:日本産の Scenedesmusahundans (KIRCHNER) CHODATおよびその二変種 59 

出率とから考えあわせると S.abundansおよびその2変種は，本邦では稀産

のものであると思われる。

種についての観察事項:次に前記の各地から採集された S.abundans 

および V釘 .longicauda， var. spicatusについての観察事項を述べる。

1. Scenedesmus abundans (Km佃 NER)CHODAT; SMITH8) 465， Pl. 30-

31， f. 133-140; SMI'I羽町 157，Pl. 39 f. 23-25， Pl. 40， f. 3-8! SMIτ宮町 272，

f. 191-G; MIZUN05) 204， Pl. 76， f. 11-12; YAMAGI:盟 112)48， Pl. 1， f. 26. 

Coenobiumは平板状で4個の細胞が並んでいるのが普通で・あるが (figs.

5-10)，時として2個の細胞からなる場合も見られる (figs.1-4)。

Coenobiumをつくる各細胞は，卵形か長楕円形のものが多い。両端の

細胞は，いずれも両極と外側面に数本の Spineをもっ。 4細胞のものでは，

中央の細胞も両端に 1.....2本の Spineをもつものが多い (figs.6-8)。大きさは

細胞で横 3.....5μ，縦 9.....121-'， 4細胞からなる Coenobiumで 9.....12x12

.....20μ のものが多い。 Spineの長さは，両端細胞の両極のもので6.....81-'， 側

面のもので 3.....51-'， 中央細胞の両極のもので2μ ぐらいである。この基本種

で怯，各細胞が両極に Spineをもつほか側面にも多くの Spineをもつが，

その Spineいづれもが，Coenobiumをつくる 1個の細胞の長径と同じかそ

れよりも短いのが特徴である。

観察した資料-Mー051，M-05 7， M-070， M-075， M-089， M-113， M-

116， M-133， M-137， M-152， M-154， M-155， M-158。

前記14の資料の中で，以上13の資料から検出された。なお，この種は

資料の採集データから明らかなように， 12月.....1月の低温時を除いて殆んど

通年観察できた。筆者が観察した個体は，いずれも G.M.S岨官王8)，9)が示し

たものより細胞の幅がせまく， coenobiumの大きさも楠々小さいものが多

い。また， M-089から検出された個体(五gs.4-9)だけは，いずれも S阻世王

が報告しているものに比較して，なお，筆者が他の資料から検出した個体

(figs. 1.....3， 10)のものに比較しても太い Spineをもっている。このような傾

向は，次の V紅 .longicauda (五gs.11-13， 18)についてもみられた。 Spineの

太さが生育地の水質などと関係があるかどうか詳かではないが，現在， M-

089の池の水をそのまま用いて培養を行ない検討中である。

2. S. abundans var. longicauda G. M. S阻τ賀町 467，Pl. 30， f. 121-125; 
S阻 τ'H9)157， Pl. 39， f. 26ー27;MIZUN05) Pl. 76， f. 13. 
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大きさは，細胞で 3-4x8-10μ4細胞からなる coenobiumで8-10

X12-15μ である。 Spineは長く両端細胞の極のもので0-12μ，側面のも

のでも 5-7μ もある。

観察した資料-M-089。

採集資料中で検出できたものは M-G89のみであったが，個体数は比較

的多観察された。形態は基本種と似ているが， Spineの長さが細胞の長径よ

り長いのが特徴である。 また，基本種よりは細胞， coenobiumともに小さ

い。筆者が観察した個体は，いづれも G.M. SMITHの記載のものと大きさ

の点で殆んど一致しているが， Spineが異常に太いものがみられたことは既

に述べた (figs.11-13， 18)。

3. S. abundans var. spicatus (W. & G. S. W回 T)G. S. SMITH8) 468， 

Pl. 31， f. 141-1460 

大きさは，細胞で 3-4x7-10μ，4細胞からなる coenobiumで 7-10

x12-16μ， Spineは短くいづれも 2-2.5μ 程度である。

観察した資料-M-070，M-0.81。

検出資料数は2個であるが，個体数では上述の 2種より極めて少ない。

この種も基本種と類似しているが，両端細胞がし、づれも 5-7本の Spineを

もつこと，および Spineの長さがし、づれも細胞の幅より短かし、特徴をもっ。

筆者の観察によれば，本種の特徴を示す Spineの数や長さは， G.M.S阻叩

がWisconsin州YahanaRiverのから得た材料をもとにして純粋培養を行っ

てえたものと全く一致しているが，細胞の幅はそれよりせまい(五gs.14-16， 

19)。筆者の培養実験によれば，一般に Scenedesmus属のものは培養によっ

て細胞の幅は広くなる傾向がある。従って上述の差異は培養の結果と考えら

れる。

終りに，この研究をすすめるにあたって，いろいろと懇切な指導をいた

だいた日本大学農獣医学部の山岸高旺先生，並びに資料の採集調査に協力い

ただいた埼玉県立岩槻高校卜沢先生，本校の高沢，山崎両先生，および理科

大学の橘克彦氏に厚く感謝します。

Summary 

Some observations were made on Scenedesmus abundans (KIRCHNER) CHODA T 
and its two varieties， var. longicauda G. M. SMITH and var. s，ρicatus (W. & G. S. 
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WEST) G. M. SMITH， and notes on their個別nomicalcharacteristics toge出erwith 
some remarks about their growth habitat and morphological variability were given. 

Of these three forms， S. abundans (KIRCHNER) CHODAT var. longicauda G. M. 
SMITH and var. specatus (W. & G. S. WEST) G. M. SMITH are new record in Japan. 

Most of the materials examined in this study were collected from eutrophic 

ponds or marshes in the Kanto district， Japan. 
The waiter's specimens of S. abundans and var. longicauda are approximately 

identical with the original descriptions， but are mingled with some specimens with 

rather thicker spines. 
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